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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第16期

第２四半期連結
累計期間 

第17期
第２四半期連結

累計期間 

第16期
第２四半期連結

会計期間 

第17期 
第２四半期連結 

会計期間 
第16期

会計期間 

自平成20年
10月１日 

至平成21年 
３月31日 

自平成21年
10月１日 

至平成22年 
３月31日 

自平成21年
１月１日 

至平成21年 
３月31日 

自平成22年 
１月１日 

至平成22年 
３月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成21年 
９月30日 

売上高（千円）  1,223,150  1,498,546  627,442  771,000  2,546,550

経常利益（千円）  451,106  556,326  228,745  275,863  927,535

四半期（当期）純利益（千円）  257,170  280,544  129,516  142,951  524,259

純資産額（千円） － －  2,976,863  3,351,814  3,247,162

総資産額（千円） － －  7,084,537  9,858,414  8,147,552

１株当たり純資産額（円） － －  34,864.82  39,176.27  37,999.37

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 3,012.51  3,285.72  1,517.16  1,674.24  6,140.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 3,010.35  3,277.22  1,515.53  1,670.26  6,131.24

自己資本比率（％） － －  42.0  33.9  39.8

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 758,248  1,754,032 － －  1,859,338

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △113,929  △213,912 － －  △169,260

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △146,401  △30,114 － －  △148,509

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  5,813,460  8,367,064  6,857,030

従業員数（人） － －  88  107  104
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当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。 

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。  

（注）持分は100分の20未満であるが、実質的な影響力を持っているため関連会社としたものであります。 

  

（１）連結会社の状況 

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（ ）

外数で記載しております。 

（２）提出会社の状況 

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（ ）外数

で記載しております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

名称 住所 
資本金 

（百万円）
主要な事業の内容 

議決権の所有割合 

 又は被所有割合 

（％）  

関係内容  

 （連結子会社） 

ソーシャルアプリ 

決済サービス㈱  

 東京都渋谷区     ３ 決済処理サービス業    100.0 
役員の兼任１名 

営業上の取引あり 

（持分法適用関連 

 会社） 

㈱シー・オー・シー 

（注） 

 東京都渋谷区     411 決済処理サービス業      18.7 

役員の兼任１名 

当社が事務所の一部

を賃貸 

社債の引受けあり 

４【従業員の状況】

  平成22年３月31日現在

従業員数（人） 107  (5)

  平成22年３月31日現在

従業員数（人） 94  (5)
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（１）生産実績 

当社グループは決済関連事業を行っており、提供するサービスの性格上、生産実績の記載に馴染まないため、記

載しておりません。 

（２）受注状況 

生産実績と同様の理由により、記載しておりません。 

（３）販売実績 

当第２四半期連結会計期間の販売実績は、以下のとおりであります。 

（注）本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。  

  また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

   

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約等は以下のとおりであります。 

（１）マルチペイメントサービスに関する契約  

  

（２）事業譲受けに関する契約 

  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

品目別
当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年３月31日） 

  
前年同四半期比（％）  

  

イニシャル売上（千円）  85,239  110.8

ランニング売上（千円）  455,376  116.7

加盟店売上  （千円）  230,384  143.6

合計    （千円）  771,000  122.9

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

契約会社名   相手方の名称 国名 契約内容 契約期間 

ＧＭＯペイメント

ゲートウェイ㈱ 

（当社）  

 PayPal Pte. Ltd.  シンガポール
 決済業務に係る事務代行 

 契約  

 平成21年12月22日から 

 １年間 

  （以後１年ごとの自動 

    更新）   

契約会社名   相手方の名称 事業譲受内容 契約締結日 譲受期日 

ＧＭＯペイメント 

ゲートウェイ㈱ 

（当社）  

 ㈱データ・アプリ 

 ケーション  

 カード決済業務の内製化ソ

 フトの販売及び保守事業 
 平成22年２月18日  平成22年３月１日
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文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。 

（１）業績の状況  

当第２四半期連結会計期間のわが国の経済環境は、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景に持ち直し

が見られるものの、厳しい雇用情勢など景気の回復は依然として不透明な状況となっております。そのような

中、当社グループの事業が立脚する市場背景については経済環境のマイナス影響は少なく、むしろ安定的に推移

いたしました。 

非対面商取引市場は、インターネットの普及やクレジットカードをはじめとする決済手段の多様化に伴い発展を

持続し、不況下においても非対面商取引が人々の生活に欠かせないものになるなど、商取引の構造に変化をもた

らしながら堅実な成長を継続しております。 

消費者向け電子商取引市場においては、消費者の購入価格抑制心理を背景とした「節約消費」の潮流を受けてイ

ンターネット購買が伸張し、物販市場の伸びは安定的に推移いたしました。また、会員サービス・デジタルコン

テンツ・ソーシャルアプリ市場等に牽引され物販以外のサービス市場も拡大いたしました。 

クレジットカード業界においては、個人消費の低迷や割賦販売法・貸金業法など関連業法改正の影響により厳し

い状況が続いておりますが、インターネット購買をはじめ、電気・ガス・水道などの公共料金、自動車税・固定

資産税・国民年金などの公金、他にも家賃や医療など生活に密着した支払い分野など非対面におけるクレジット

カード利用は拡大を続けております。また2010年４月の資金決済法施行に伴い、クレジットカード業界のほか通

信・インターネットなど各業界において、新しい送金サービスの検討が始まっております。  

このような状況の中、当社グループは、増収要因となる事業規模の拡大を図るため、以下に示す３つの目標に基

づいて事業を推進いたしました。 

なお、当社グループは、当社と当社連結子会社のイプシロン㈱及びソーシャルアプリ決済サービス㈱からなり、

ＧＭＯインターネット㈱の連結対象子会社として、クレジットカード等の決済処理サービスを行っております。

①オンライン課金分野の成長 

直接販売・OEM販売・加盟店を多数抱える企業に対する業務提携型のビジネスの推進等により、加盟店の効率

的な新規獲得に注力し、当社グループの売上の指標である「加盟店数」「決済処理件数」「決済処理金額」の

増大に努めてまいりました。 

「加盟店数」は、クレジットカードに加えコンビニ収納・電子マネー・Pay-easyなど多様な決済手段を一括し

て提供するSaaS型「PGマルチペイメントサービス」、及びイプシロン㈱の「マルチ決済サービス」により積極

的に新規加盟店を開拓した結果、当第２四半期連結会計期間末の稼動店舗数は過去最高となり、平成21年９月

末比2,240店舗増加の23,406店となりました。 

［稼動店舗数推移］ 

（注）稼動店舗数とは、当サービスを利用するための店舗毎のIDの個数です。当社グループと契約状態にあ

り、当システムに接続されいつでも決済処理可能な店舗（加盟店）の数を意味します。 

「決済処理件数」においては節約志向等の影響によりインターネット購買の利用が高まり好調に増加し、売上

高の増加に貢献いたしました。 

また、代表加盟サービスによる加盟店売上が、当社「PGマルチペイメントサービス」の順調な稼動及びイプシ

ロン㈱の稼動店舗数と決済処理金額が着実に増加したことにより、前第２四半期連結会計期間に比べ43.6％増

の230,384千円と好調に増加いたしました。 

当第２四半期連結会計期間においては平成22年１月、昨今利用者数が急増しているソーシャルアプリ（ソーシ

ャル・ネットワーキング・サービス（SNS）上で動作する、コミュニティを基盤としユーザーの繋がりや交流

を生かしたゲームやツールなどのアプリケーション）市場において、㈱ジェーシービーや大手VISA・

MasterCard発行会社の協力のもとソーシャルアプリに特化した決済サービスの提供を開始し、平成22年３月８

日、当社の連結子会社としてソーシャルアプリ決済サービス㈱を設立し、複数の有力アプリ開発者等への導入

を進めました。  

なお、当社の連結子会社であるイプシロン㈱は、消費者向け電子商取引市場において個人や小規模事業者の参

入増加により裾野が広がっていることに応じて、クレジットカード等の各種決済手段に一括して対応する「マ

ルチ決済サービス」を、小規模事業者に対しホームページを介して非対面で販売・提供しており、稼動店舗数

及び加盟店売上の増加に貢献いたしました。同社の業績は好調に伸長しており、当第２四半期連結会計期間の

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  平成18年9月末 平成19年9月末 平成20年9月末 平成21年9月末 平成22年3月末

稼動店舗数（店）  21,245  13,136  19,237  21,166  23,406
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売上高は130百万円（前年同期比65.9％増）となりました。 

②継続課金分野の開拓 

公共料金・公金・その他生活に密着した月額サービスの支払いの分野においてクレジットカード決済が浸透し

つつある中、引き続き当分野の開拓に努めてまいりました。 

継続課金分野は生活に密着した月額サービスのため景気の影響を受けにくく順調に推移しております。 

③付加価値サービス・新規分野の拡大 

当社グループの加盟店に対し利用付加価値を高めるべく、早期入金サービスなど決済業務に付帯関連する領域

のサービスの拡大に努めてまいりました。また、送客サービス等売上増加に必須なインターネットマーケティ

ング商材を大手加盟店を中心に販売・提供するなど、顧客基盤を生かした付加価値サービスの提供を引き続き

促進いたしました。 

また平成22年３月、大型加盟店獲得戦略の一環として、㈱データ・アプリケーションより大規模事業者向けに

カード決済業務の内製化ソフトの販売・保守事業を行うACMS eCASHに関する事業を譲り受けました。 

なお、将来のビジネスの布石・基盤を築くべく新規分野拡大の一つとして、平成22年１月８日に持分法適用関

連会社となった㈱シー・オー・シーは、病院向け自動精算機の設置拡大など医療分野の開拓に努めてまいりま

した。 

一方、営業費用に関しては、売上原価は加盟店開拓のための販売促進・マーケティング投資により116,557千円

（前年同期比27.5％増）となり、販売費及び一般管理費は372,887千円（前年同期比21.0％増）となりました。 

また業容拡大に伴う本社移転を平成22年３月に行ったこと等により、13,860千円を特別損失として計上いたしま

した。 

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高771,000千円（前年同期比22.9％

増）、営業利益281,555千円（前年同期比23.6％増）、経常利益275,863千円（前年同期比20.6％増）、四半期純

利益142,951千円（前年同期比10.4％増）となりました。なお、売上高の内訳はイニシャル売上85,239千円（前

年同期比10.8％増）、ランニング売上455,376千円（前年同期比16.7％増）、加盟店売上230,384千円（前年同期

比43.6％増）となっております。 

売上高経常利益率については、35.8％となりました。  

また当社グループの当第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日～平成22年３月31日）の業績は、売上高

1,498,546千円（前年同期比22.5％増）、営業利益562,444千円（前年同期比24.9％増）、経常利益556,326千円

（前年同期比23.3％増）、四半期純利益280,544千円（前年同期比9.1％増）となりました。 

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、当第１四半期連結会計

期間末に比べ697,610千円増加し、当第２四半期連結会計期間末には8,367,064千円となりました。当第２四半期

連結会計期間における各キャッシュ・フローは以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は734,054千円（前年同期は246,646千円の獲

得）となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益262,002千円と預り金393,991千円の増加によるもので

あります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は154,083千円（前年同期は27,326千円の使

用）となりました。これは主に敷金の差入による支出85,389千円、関係会社社債の取得による支出30,000千円及

び無形固定資産の取得による支出19,225千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果得られた資金は117,630千円（前年同期は15,371千円の使

用）となりました。これは主に配当金を31,181千円支払ったものの、短期借入金による収入150,000千円による

ものであります。 
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題  

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（４）研究開発活動 

該当事項はありません。  
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（１）主要な設備の状況 

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

（２）設備の新設、除却等の計画 

①当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除

 却等について重要な変更があったものは以下のとおりであります。  

（注）製品計画の変更に伴い完了予定を平成22年１月から平成22年９月に変更しております。  

  

②当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除

 却等について計画が完了したものは以下のとおりであります。  

   

  

第３【設備の状況】

  

会社名 

（事業所名） 

  

  

所在地 

  

  

設備の内容 

  

 完了予定 

変更前 変更後 

当社 

（本社）  
東京都渋谷区 新規サービスの開発 平成22年１月 

  

 平成22年９月 

  （注）  

会社名 

（事業所名） 
所在地 区分 設備の内容  完了年月 

当社 

（本社）  
東京都渋谷区 新設 本社移転に伴う新規投資 平成22年３月 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年５月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

       れた株式数は含まれておりません。 

  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  256,000

計  256,000

種類 
第２四半期会計期間末  
 現在発行数（株） 
（平成22年３月31日）  

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月14日） 

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名 

内容

 普通株式  85,388  85,388
東京証券取引所 

市場第一部 

当社は単元株制度

は採用しておりま 

せん。 

計 85,388  85,388 － － 
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旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく特別決議による新株予約権 

（平成16年12月15日開催の定時株主総会決議） 

 （注）１．新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、退職等の理由により権利を喪失した者に係る新株

予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数を減じた数であります。 

２．平成16年12月25日付の株式分割（１：４）、平成17年11月18日付の株式分割（１：４）に伴い、新株予約権

の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発行する場合の株

式の発行価格及び資本組入額の調整を行っております。 

３．新株予約権の行使の条件 

(１) 新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、当社の取締役、監査役若しくは従業員たる

地位を保有していることとする。ただし、当社取締役若しくは監査役を任期満了により退任した場合、

または従業員が定年により退職した場合はこの限りではない。 

(２) 新株予約権の質入れ、担保権の設定及び相続は認めないものとする。 

(３) その他の条件については、平成16年12月15日開催の定時株主総会決議、平成16年12月15日開催の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結した新株予約権割当契約の定めに

よるものとする。 

４．当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。 

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数

について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。 

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率 

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。 

５．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じ

る１円未満の端数は切り上げる。 

また、時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整に

より生じる１円未満の端数は切り上げる。 

（２）【新株予約権等の状況】

区分 
第２四半期会計期間末現在 
（平成22年３月31日） 

新株予約権の数（個）  33（注）１ 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 528（注）１、２ 

新株予約権の行使時の払込金額（円） 71,875（注）２ 

新株予約権の行使期間 
平成18年12月16日から 

平成26年12月15日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格    71,875 

資本組入額   35,938 

（注）２ 

新株予約権の行使の条件 （注）３ 

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 
１ 

分割・併合の比率 

  
既発行株式数 ＋ 

新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 × 調整前払込金額 

  既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数 
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会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づく特別決議による新株予約権 

（平成20年12月16日開催の定時株主総会決議に基づく第９回新株予約権） 

 （注）１．当社が株式分割（当社普通株式の無償割当を含む。以下、株式分割の記載につき同様とする）または株式併

合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、係る調整は、新株予

約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整

の結果生じる１株未満の端数は切り捨てるものとする。 

  調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

また、上記のほか、当社が合併または会社分割を行う場合等、これを調整することが適切な場合は、当社は

合理的な範囲で付与株式数の調整をすることができるものとする。 

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、次の算式により１株当たりの払込金額（以下、「行使価

額」という）を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。 

また、当社が当社普通株式につき、時価を下回る価額で新株を発行または自己株式の処分を行う場合は次の

算式により行使価額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。  

なお、上記の算式で使用する「既発行株式数」は、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式

にかかる自己株式を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には「新規発

行株式数」を「処分する自己株式数」と読み替える。  

３．新株予約権の行使の条件 

  (１) 新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という）は、新株予約権の行使時まで継続

     して、当社、当社子会社または当社関係会社の取締役（社外取締役を含む）、監査役または従業員の  

         地位にあることを要する。ただし、当社取締役（社外取締役を含む）もしくは監査役を任期満了に    

       より退任した場合、または従業員が定年により退職した場合はこの限りではない。 

  (２) 新株予約権の質入れ、担保権の設定及び相続は認めないものとする。 

  (３) その他条件については、当社と新株予約権者との間で個別に締結した「新株予約権割当契約書」に定 

     めるところによる。 

区分 
第２四半期会計期間末現在 
（平成22年３月31日） 

新株予約権の数（個） 476 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 476 

新株予約権の行使時の払込金額（円） 111,200 

新株予約権の行使期間 
平成23年12月17日から 

平成27年12月16日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格   111,200 

資本組入額   55,600  

新株予約権の行使の条件 （注）３ 

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額× 
１ 

分割・併合の比率  

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

１株当たりの時価 

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数 
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４．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 

  当社が、合併（合併により当社が消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転  

  （以上を総称して以下、「組織再編行為」という）をする場合において、組織再編行為の効力発生日の直前

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という）を保有する新株予約権者に対し、それぞ

れの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」と 

いう）の新株予約権を以下の条件にて交付する。この場合において、残存新株予約権は消滅するものとす 

る。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契 

約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限る。 

(１) 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

   新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。 

(２) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

   再編対象会社の普通株式とする。 

(３) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

   組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前述の１．に準じて決定する。 

(４) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

   交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう 

     え、前述の２．で定められる行使価額に準じて決定された金額に、(３)に従って決定される新株予約

   権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。 

(５) 新株予約権を行使することができる期間 

   前述の「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再 

     編行為の効力発生日のいずれか遅い日から、「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使す 

     ることができる期間の満了日までとする。 

(６) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

   ① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条

      第１項に従い計算される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

      端数は切り上げる。 

   ② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、①記載の資本金

      等増加限度額から①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

(７) 譲渡による新株予約権の取得の制限 

   譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の承認を要する。 

(８) 新株予約権の行使の条件 

   前述の３．に準じて決定する。 

(９) 新株予約権の取得事由 

   ① 以下のⅰからⅲまでに定める議案を目的事項とする株主総会の招集を当社取締役会が決議した場合

    （株主総会決議が不要の場合には当該議案につき当社取締役会決議または代表取締役の決定がなさ

    れた場合）または株主から当該株主総会の招集の請求があった場合においては、当社取締役会が別

    途定める日に、当社は新株予約権を無償で取得する。 

    ⅰ 当社が消滅会社となる合併契約承認の議案 

    ⅱ 当社が分割会社となる分割契約または分割計画承認の議案 

    ⅲ 当社が完全子会社となる株式交換契約または株式移転計画承認の議案 

   ② 新株予約権者が新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合には、当社は当該新株予約権を無

     償で取得することができる。 

   ③ 新株予約権者が新株予約権の全部または一部を放棄した場合には、当社は当該新株予約権を無償で

     取得することができる。 

   ④ 前各号に定めるほか、当社取締役会が取得する日を定めたときは、当該日が到来することをもっ 

        て、当社は新株予約権を無償で取得する。   
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（平成20年12月16日開催の定時株主総会決議に基づく第10回新株予約権） 

 （注）１．当社が株式分割（当社普通株式の無償割当を含む。以下、株式分割の記載につき同様とする）または株式併

合を行う場合は、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、係る調整は、新株予

約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整

の結果生じる１株未満の端数は切り捨てるものとする。 

  調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

また、上記のほか、当社が合併または会社分割を行う場合等、これを調整することが適切な場合は、当社は

合理的な範囲で付与株式数の調整をすることができるものとする。  

２．当社が株式分割または株式併合を行う場合には、次の算式により１株当たりの払込金額（以下、「行使価

額」という）を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げる。 

また、当社が当社普通株式につき、時価を下回る価額で新株を発行または自己株式の処分を行う場合は次の

算式により行使価額を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。  

なお、上記の算式で使用する「既発行株式数」は、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式

にかかる自己株式を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には「新規発

行株式数」を「処分する自己株式数」と読み替える。  

３．新株予約権の行使の条件 

  (１) 新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という）は、新株予約権の行使時まで継続  

         して、当社、当社子会社または当社関係会社の取締役（社外取締役を含む）、監査役または従業員の  

         地位にあることを要する。ただし、当社取締役（社外取締役を含む）もしくは監査役を任期満了に  

         より退任した場合、または従業員が定年により退職した場合はこの限りではない。 

  (２) 新株予約権の質入れ、担保権の設定及び相続は認めないものとする。 

  (３) その他条件については、当社と新株予約権者との間で個別に締結した「新株予約権割当契約書」に定  

         めるところによる。 

４．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 

  当社が、合併（合併により当社が消滅する場合に限る）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転  

  （以上を総称して以下、「組織再編行為」という）をする場合において、組織再編行為の効力発生日の直前

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という）を保有する新株予約権者に対し、それぞ

区分 
第２四半期会計期間末現在 
（平成22年３月31日） 

新株予約権の数（個） 24 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 24 

新株予約権の行使時の払込金額（円）  127,375 

新株予約権の行使期間 
平成23年12月17日から 

平成27年12月16日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格   127,375 

資本組入額   63,688 

新株予約権の行使の条件 （注）３ 

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
１ 

分割・併合の比率  

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 × 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

１株当たりの時価 

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数 
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れの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」と 

いう）の新株予約権を以下の条件にて交付する。この場合において、残存新株予約権は消滅するものとす 

る。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契 

約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限る。 

(１) 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

   新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。 

(２) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

   再編対象会社の普通株式とする。 

(３) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

   組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前述の１．に準じて決定する。 

(４) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

   交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう 

    え、前述の２．で定められる行使価額に準じて決定された金額に、(３)に従って決定される新株予約 

     権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。 

(５) 新株予約権を行使することができる期間 

   前述の「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再 

     編行為の効力発生日のいずれか遅い日から、「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使す 

     ることができる期間の満了日までとする。 

(６) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

   ① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条

      第１項に従い計算される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

      端数は切り上げる。 

   ② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、①記載の資本金

      等増加限度額から①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

(７) 譲渡による新株予約権の取得の制限 

   譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の承認を要する。 

(８) 新株予約権の行使の条件 

   前述の３．に準じて決定する。 

(９) 新株予約権の取得事由 

  ① 以下のⅰからⅲまでに定める議案を目的事項とする株主総会の招集を当社取締役会が決議した場合 

    （株主総会決議が不要の場合には当該議案につき当社取締役会決議または代表取締役の決定がなさ

    れた場合）または株主から当該株主総会の招集の請求があった場合においては、当社取締役会が別

    途定める日に、当社は新株予約権を無償で取得する。 

    ⅰ 当社が消滅会社となる合併契約承認の議案 

    ⅱ 当社が分割会社となる分割契約または分割計画承認の議案 

    ⅲ 当社が完全子会社となる株式交換契約または株式移転計画承認の議案 

  ② 新株予約権者が新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合には、当社は当該新株予約権を無 

    償で取得することができる。 

  ③ 新株予約権者が新株予約権の全部または一部を放棄した場合には、当社は当該新株予約権を無償で

    取得することができる。 

  ④ 前各号に定めるほか、当社取締役会が取得する日を定めたときは、当該日が到来することをもっ 

       て、当社は新株予約権を無償で取得する。  
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 該当事項はありません。 

  

  

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成22年１月１日～

平成22年３月31日  
 －  85,388 －  655,816  －  915,738

（５）【大株主の状況】

  平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株） 

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％） 

ＧＭＯインターネット株式会社 東京都渋谷区桜丘町26-１ セルリアンタワー  44,624  52.26

相浦一成  東京都世田谷区  3,214  3.76

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）  
東京都中央区晴海１-８-11  2,588  3.03

バンク オブ ニユーヨーク ジー

シーエム クライアント アカウン

ト ジエイピーアールデイ アイエ

スジー エフイー－エイシー 

（常任代理人 株式会社三菱東京

UFJ銀行） 

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET LONDON 

EC4A 2BB UNITED KINGDOM 

（東京都千代田区丸の内２－７－１ 決済事業

部） 

 1,891  2.21

村松竜 東京都渋谷区  622  0.72

ザ バンク オブ ニユーヨーク 

トリーテイー ジヤスデツク ア

カウント 

（常任代理人 株式会社三菱東京

UFJ銀行）  

AVENUE DES ARTS, 35 KUNSTLAAN, 1040  

BRUSSELS, BELGIUM  

（東京都千代田区丸の内２－７－１ 決済事業

部） 

 532  0.62

資産管理サービス信託銀行株式会

社（証券投資信託口） 

東京都中央区晴海１－８－12 晴海アイランド

トリトンスクエアオフィスタワーZ棟） 
 508  0.59

ザ チェース マンハッタン バ

ンク エヌエイ ロンドン エス 

エル オムニバス アカウント 

（常任代理人 株式会社みずほコ

ーポレート銀行決済営業部）  

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON EC2P 

2HD, ENGLAND  

（東京都中央区月島４－16－13） 

 500  0.58

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口） 
東京都港区浜松町２－11－３  486  0.56

辻本昌義 東京都目黒区  472  0.55

計 －  55,437  64.92
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①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。 

  

（６）【議決権の状況】

  平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式    5  － － 

完全議決権株式（その他）  普通株式 85,383   85,383 － 

単元未満株式 － － － 

発行済株式総数  85,388 － － 

総株主の議決権 －  85,383 － 

  平成22年３月31日現在

所有者の氏名また
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ＧＭＯペイメントゲ

ートウェイ株式会社 

東京都渋谷区道玄坂

１－14－６ 
 5  －  5  0.00

計 －  5  －  5  0.00

２【株価の推移】

月別 平成21年10月 11月 12月 平成22年１月 ２月 ３月

最高（円）  125,700  119,000  127,500  124,000  115,200  124,500

最低（円）  115,000  105,500  116,900  106,900  106,200  109,200

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平

成22年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

当社は金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成

21年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査

法人による四半期レビューを受けております。 

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,367,064 6,857,030

売掛金 344,269 312,157

商品 0 0

貯蔵品 142 91

前渡金 158,578 126,673

前払費用 21,881 22,066

繰延税金資産 46,230 50,210

未収入金 98,667 41,846

その他 7,768 4,986

貸倒引当金 △22,816 △17,844

流動資産合計 9,021,785 7,397,219

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 36,960 15,795

工具、器具及び備品（純額） 70,485 55,438

その他 16,151 18,056

有形固定資産合計 ※1  123,597 ※1  89,291

無形固定資産   

特許権 30 43

商標権 2,032 2,371

ソフトウエア 338,258 327,273

のれん 79,328 40,311

その他 18,502 49,020

無形固定資産合計 438,153 419,021

投資その他の資産   

投資有価証券 87,582 78,952

関係会社社債 25,624 －

役員及び従業員に対する長期貸付金 39,922 45,374

破産更生債権等 6,633 6,628

長期前払費用 2,446 4,160

敷金及び保証金 93,428 87,680

繰延税金資産 25,872 25,851

貸倒引当金 △6,633 △6,628

投資その他の資産合計 274,878 242,020

固定資産合計 836,628 750,332

資産合計 9,858,414 8,147,552
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 69,950 53,366

短期借入金 150,000 －

未払金 141,790 82,011

未払法人税等 222,361 246,813

未払消費税等 18,944 36,085

前受金 8,484 3,205

預り金 5,811,966 4,383,965

賞与引当金 42,500 51,532

その他の引当金 11,871 15,500

その他 10,695 8,950

流動負債合計 6,488,563 4,881,430

固定負債   

その他 18,036 18,958

固定負債合計 18,036 18,958

負債合計 6,506,599 4,900,389

純資産の部   

株主資本   

資本金 655,816 655,816

資本剰余金 915,738 915,738

利益剰余金 1,776,810 1,675,570

自己株式 △3,882 △3,882

株主資本合計 3,344,483 3,243,242

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 504 1,257

評価・換算差額等合計 504 1,257

新株予約権 6,827 2,662

純資産合計 3,351,814 3,247,162

負債純資産合計 9,858,414 8,147,552
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 1,223,150 1,498,546

売上原価 188,098 226,250

売上総利益 1,035,051 1,272,296

販売費及び一般管理費 ※1  584,747 ※1  709,851

営業利益 450,303 562,444

営業外収益   

受取利息 555 510

受取配当金 60 48

受取賃貸料 － 713

為替差益 － 28

預り金精算益 269 －

その他 34 37

営業外収益合計 919 1,337

営業外費用   

支払利息 － 1,916

持分法による投資損失 － 4,375

賃貸費用 － 698

為替差損 53 －

支払手数料 58 －

その他 4 464

営業外費用合計 116 7,455

経常利益 451,106 556,326

特別損失   

固定資産除却損 9 5,202

投資有価証券評価損 2,229 －

本社移転費用 － 48,657

特別損失合計 2,238 53,860

税金等調整前四半期純利益 448,867 502,466

法人税、住民税及び事業税 186,561 217,445

法人税等調整額 5,135 4,476

法人税等合計 191,696 221,921

四半期純利益 257,170 280,544
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 627,442 771,000

売上原価 91,391 116,557

売上総利益 536,050 654,442

販売費及び一般管理費 ※1  308,166 ※1  372,887

営業利益 227,884 281,555

営業外収益   

受取利息 503 305

受取配当金 － 18

受取賃貸料 － 713

為替差益 72 9

預り金精算益 269 －

その他 18 13

営業外収益合計 863 1,060

営業外費用   

支払利息 － 1,346

持分法による投資損失 － 4,375

賃貸費用 － 698

その他 2 332

営業外費用合計 2 6,753

経常利益 228,745 275,863

特別損失   

固定資産除却損 － 5,202

本社移転費用 － 8,657

特別損失合計 － 13,860

税金等調整前四半期純利益 228,745 262,002

法人税、住民税及び事業税 111,996 126,228

法人税等調整額 △12,767 △7,177

法人税等合計 99,229 119,051

四半期純利益 129,516 142,951
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 448,867 502,466

減価償却費 60,647 71,609

のれん償却額 1,300 1,639

引当金の増減額（△は減少） 15,124 △7,683

受取利息及び受取配当金 △615 △558

支払利息 － 1,916

為替差損益（△は益） 53 △28

持分法による投資損益（△は益） － 4,375

固定資産除却損 9 5,202

投資有価証券評価損益（△は益） 2,229 －

売上債権の増減額（△は増加） △16,783 △32,116

たな卸資産の増減額（△は増加） △80 △51

前渡金の増減額（△は増加） 1,625 △31,905

未収入金の増減額（△は増加） △29,740 △3,543

仕入債務の増減額（△は減少） 468 16,583

預り金の増減額（△は減少） 481,269 1,428,000

その他 △19,215 39,394

小計 945,161 1,995,301

利息及び配当金の受取額 615 429

利息の支払額 － △1,916

法人税等の支払額 △187,527 △239,780

営業活動によるキャッシュ・フロー 758,248 1,754,032

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7,076 △15,075

無形固定資産の取得による支出 △59,014 △65,703

投資有価証券の取得による支出 － △9,900

関係会社社債の取得による支出 － △30,000

敷金の差入による支出 － △85,389

預り保証金の返還による支出 △3,649 －

預り保証金の受入による収入 － 1,500

役員及び従業員に対する長期貸付けによる支出 △44,500 －

営業譲受による支出 － △14,796

その他 311 5,451

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,929 △213,912

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 150,000

株式の発行による収入 1,150 －

自己株式の取得による支出 △145 －

配当金の支払額 △147,406 △177,744

その他 － △2,369

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,401 △30,114

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53 28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 497,864 1,510,033

現金及び現金同等物の期首残高 5,315,596 6,857,030

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,813,460 ※1  8,367,064
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該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 

  至 平成22年３月31日）  

 １. 連結の範囲に関する事項  

   の変更 

   

（１）連結範囲の変更 

   当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したソーシャルアプリ決済サービ

   ス株式会社を連結の範囲に含めております。 

（２）変更後の連結子会社の数 

   ２社  

 ２. 持分法の適用に関する事  

   項の変更 

（１）持分法適用関連会社の変更 

   当第２四半期連結会計期間より、株式会社シー・オー・シーは新たに株式を  

   取得したため、持分法適用の範囲に含めております。 

（２）変更後の持分法適用関連会社の数 

   １社  

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したも

のと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を

使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成22年３月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年９月30日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 

  126,557千円

※１．有形固定資産の減価償却累計額 

  133,820千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 給与手当 千円 214,359

 賞与引当金繰入額 千円 28,216

 その他の引当金繰入額 千円 6,486

 貸倒引当金繰入額 千円 5,502

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 給与手当 千円 260,041

 賞与引当金繰入額 千円 42,500

 その他の引当金繰入額 千円 11,871

 貸倒引当金繰入額 千円 7,718

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年３月31日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 給与手当 千円 109,022

 賞与引当金繰入額 千円 19,033

 その他の引当金繰入額 千円 6,486

 貸倒引当金繰入額 千円 3,238

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 給与手当 千円 129,679

 賞与引当金繰入額 千円 25,369

 その他の引当金繰入額 千円 11,871

 貸倒引当金繰入額 千円 3,555

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年３月31日現在） （平成22年３月31日現在） 

現金及び預金勘定 千円5,813,460

現金及び現金同等物 千円5,813,460

現金及び預金勘定 千円8,367,064

現金及び現金同等物 千円8,367,064
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当第２四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至

平成22年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

ストック・オプションとしての新株予約権 

 新株予約権の四半期連結会計期間末残高     親会社  6,827千円  

４．配当に関する事項 

配当金支払額 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 当社グループは、クレジットカード等の決済事業のみを行う単一事業会社であるため該当事項はありませ 

 ん。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 当社グループは、クレジットカード等の決済事業のみを行う単一事業会社であるため該当事項はありませ 

 ん。 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 当社グループは、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項 

 はありません。  

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 当社グループは、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項 

 はありません。  

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日）及び前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 当社グループは、海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 当社グループは、海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

（株主資本等関係）

普通株式  85,388株 

普通株式 5株 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月22日 

定時株主総会 
普通株式 179,304 2,100  平成21年９月30日  平成21年12月24日 利益剰余金 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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前連結会計年度の末日と比べて著しい変動はありません。 

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

  ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名 

   四半期連結財務諸表への影響額に重要性が乏しいため記載を省略しております。 

       当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日）   

        パーチェス法適用 

         １．相手企業の名称及び取得した事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式 

             並びに結合後企業の名称 

（１）相手企業の名称及び取得した事業の内容 

          相手企業の名称    株式会社データ・アプリケーション 

               事業の内容      カード決済業務の内製化ソフトの販売及び保守事業 

（２）企業結合を行った主な理由 

                   大型加盟店を獲得することにより、カード決済市場において更なる成長を目指すため。 

（３）企業結合日 

          平成22年３月１日 

（４）企業結合の法的形式 

               事業譲受 

（５）結合後企業の名称 

               ＧＭＯペイメントゲートウェイ株式会社 

       ２. 四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績  

            の期間 

       平成22年３月１日から平成22年３月31日 

    ３. 取得した事業の取得原価及びその内訳 

        ４. 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

（１）発生したのれんの金額   40,639千円 

（２）発生原因 

          今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。 

（３）償却方法及び償却期間 

          ５年間にわたる均等償却 

（４）のれんの金額は暫定的に算定された金額であります。  

    ５. 企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連結

      損益計算書に及ぼす影響の概算額 

     当該影響額は軽微なため記載を省略しております。 

  

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）

取得の対価（現金）  40,000千円

取得原価       40,000千円
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。 

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成22年３月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年９月30日） 

１株当たり純資産額 39,176.27円 １株当たり純資産額 37,999.37円

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 3,012.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
3,010.35円

１株当たり四半期純利益金額 3,285.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
3,277.22円

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  257,170  280,544

普通株主に帰属しない金額（千円）  －     － 

普通株式に係る四半期純利益（千円）  257,170  280,544

期中平均株式数（株）  85,367.70  85,383.00

             

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  61  221

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

――― 第10回新株予約権24個。 

なお、概要は「第４ 提出会社

の状況、１ 株式等の状況、

（２）新株予約権等の状況」に 

記載のとおりであります。  
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（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。 

該当事項はありません。 

リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当第２四半期連結会計期間におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動がありません。 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 1,517.16円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
1,515.53円

１株当たり四半期純利益金額 1,674.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
1,670.26円

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  129,516  142,951

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  129,516  142,951

期中平均株式数（株）  85,367.21  85,383.00

             

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  92  203

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

――― 第10回新株予約権24個。 

なお、概要は「第４ 提出会社

の状況、１ 株式等の状況、

（２）新株予約権等の状況」に 

記載のとおりであります。  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年５月14日

ＧＭＯペイメントゲートウェイ株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員

業務執行社員 
  公認会計士 日高 真理子 印 

  
指定有限責任社員

業務執行社員 
  公認会計士 岡本 和巳  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＯペイメン

トゲートウェイ株式会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロ

ー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＯペイメントゲートウェイ株式会社及び連結子会社の平成21年３

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第

２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年5月13日

ＧＭＯペイメントゲートウェイ株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員

業務執行社員 
  公認会計士 日高 真理子 印 

  
指定有限責任社員

業務執行社員 
  公認会計士 岡本 和巳  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＧＭＯペイメン

トゲートウェイ株式会社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロ

ー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＧＭＯペイメントゲートウェイ株式会社及び連結子会社の平成22年３

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第

２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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